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opics
ヤ・シィ海辺の凧揚げ大会

まちの話題

空いっぱいのアートを

西川男の料理教室

わしらの腕をみせちゃるき！

赤岡　コミュニティ助成事業

夜道だって明るいよ

旧夜須町商工会青年部テント寄贈

未来ある子どもたちに

第５回白牡丹祭

詩人 岡本弥太をしのんで

一豊公入国ウオークラリー

山内一豊公の足取りをたどって

春の交通安全運動

交通ルールに気を付けて

 

ヤ
・
シ
ィ
海
辺
の
凧
揚
げ
大
会
が
、

三
月
二
十
六
日
（
日
）
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
三
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
凧
作
り
教
室
」
で
作
っ
た
凧
な
ど

が
海
風
に
乗
っ
て
、
お
お
ぞ
ら
に
舞

い
あ
が
り
ま
し
た
。

　
一
豊
く
ん
・
千
代
ち
ゃ
ん
な
ど
を

描
い
た
吹
き
流
し
型
凧
や
連
凧
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
飛
行
が
あ
り
、

訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
四
月
七
日
（
金
）
、
香
我
美
町
西

川
公
民
館
で
男
性
ら
二
十
一
人

が
参
加
し
て
男
の
料
理
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
男
性
が

一
人
に
な
っ
て
も
き
ち
ん
と
料

理
が
作
れ
る
よ
う
に
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
春
御
前
」
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
、
山
へ
山
菜
を
採
り
に
行
く

と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
西
川
健
康
を

守
る
会
と
食
生
活
改
善
委
員
の

指
導
の
も
と
、
い
た
ど
り
の
混
ぜ

ご
飯
や
春
の
山
菜
天
ぷ
ら
、
ゆ
で

タ
ケ
ノ
コ
の
団
子
揚
げ
な
ど
季

節
感
た
っ
ぷ
り
の
料
理
を
作
り

ま
し
た
。

　
旧
夜
須
町
の
商
工
会
青

年
部
が
四
月
十
二
日（
水
）、

夜
須
小
学
校
に
六
脚
テ
ン

ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
青
年
部
は
合
併

に
よ
る
解
散
で
余
剰
金
を

子
ど
も
た
ち
に
使
っ
て
も

ら
お
う
と
考
え
、
学
校
行

事
に
使
う
テ
ン
ト
の
数
が

不
足
し
て
い
た
小
学
校
に

贈
り
ま
し
た
。「
夏
の
プ
ー

ル
や
運
動
会
で
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
松
田
校
長
先
生
が
受
け

取
り
ま
し
た
。

　毎年、全国で行われる春の交通安全運動が４月６

日（木）から４月15日（土）まで行われました。

　通学路や交差点では、地元の人が黄色い旗を持っ

て街頭指導を行ったり、交通量の多い道路ではパネ

ルを掲げて「交通安全運動中」や「シートベルトの着

用」を呼びかけました。

　香南署管内の交通安全運動期間中の交通事故は

６件でした。去年に比べ交通事故が多発し、けが人

も発生しています。交通ルールを守り、しっかり安

全確認をしましょう。

 

香
我
美
町
岸
本
に
生
ま
れ
、
教
員
を
し
な

が
ら
詩
壇
で
そ
の
才
能
を
発
揮
し
た
昭
和

の
偉
大
な
詩
人
岡
本
弥
太
を
し
の
ぶ
第
五

回
白
牡
丹
祭
が
四
月
十
五
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
雨
天
の
た
め
、
岸
本
集
会
所

を
会
場
に
、
岸
本
小
学
校
五
・
六
年
生
に
よ

る
「
わ
が
涙
」
の
斉
唱
や
弥
太
の
甥
に
あ
た

る
野
村
土
佐
夫
さ
ん
（
赤
岡
町
）
の
「
妹
へ
」

の
朗
読
、
一
弦
琴
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
岡
本
弥
太
文
芸
賞
に
は
千
百
十

四
通
の
応
募
が
あ
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了

後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
三
席

ま
で
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

  コミュニティ助成事業は、宝くじ事業収入を財源としています。

　赤岡町では平成17年度助成事業で、赤岡小学校の通学路になってい

る弁天通りの防犯灯を整備しました。弁天通りの防犯灯は昭和50年代

に整備したままでつかないものもあり、冬場の下校時に通学路は暗く

なる状態でした。そのため、コミュニティ助成事業で、地域住民と子ど

もたちの安全確保のため防犯灯を９基整備しました。「これからは、明

るい道を通ることができます」と地域の人たちに喜ばれました。

　高知市の「土佐二十四万石博」のオープニングイベン

トとして、３月30日（木）から４月１日（土）の３日間、東

洋町から高知城の約94㎞を歩く「一豊公入国ウオーク

ラリー」が行われました。

　のべ300人が参加したこのイベント、香南市では「夜

須駅」と「のいち駅」からスタートするコースも。ウオー

クを楽しむ人々は、サイクリングロードや国道沿いを

一豊公の足取りをたどって高知城を目指しました。

　
教
室
か
ら
聞
こ
え
る
友
の
声
。
グ
ラ
ン
ド

に
残
し
た
光
る
汗
。
心
の
黒
板
に
は
消
え
な

い
チ
ョ
ー
ク
で
か
か
れ
た
た
く
さ
ん
の
思
い

出
。
泣
い
た
日
。
笑
っ
た
日
。
悔
し
か
っ
た

日
の
帰
り
道
。
恩
師
。
友
達
。
想
い
出
と
希

望
を
胸
に
新
た
に
輝
く
光
の
中
へ
｜
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

Topics

岡
本
弥
太
文
芸
賞
受
賞
者
　
（
敬
称
略
）

■
一
般
の
部

【
詩
部
門
】　
一
席
　
河
村
始
玄
子
（
吉
川
村
）   

【
短
歌
部
門
】一
席
　
徳
弘  

博
（
野
市
町
）    

【
俳
句
部
門
】一
席
　
石
崎
雅
雄
（
四
万
十
市
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
川
柳
部
門
】一
席
　
冨
士
田
三
郎
（
高
知
市
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

■
小
学
生
の
部

【
詩
部
門
】　
一
席
　
乾
　
亜
寿
華
　 

二
席
　
岡
本
　
聡 

三
席
　
川
口
美
香

【
短
歌
部
門
】一
席
　
高
橋
さ
や
か 

　
二
席
　
平
野
鈴
子 

三
席
　
百
田
裕
貴

【
俳
句
部
門
】一
席
　
久
禮
田
天
恋
沙 

二
席
　
十
萬
達
哉 

三
席
　
植
野
怜
華

【
川
柳
部
門
】一
席
　
吉
村
満
理
菜 

　
二
席
　
松
本
大
志 

三
席
　
野
中
淳
司

■
中
学
生
の
部

【
詩
部
門
】　
一
席
　
曽
我
部
佐
海 

二
席
　
山
本
　
恵 

三
席
　
澤
木
真
菜
美

【
短
歌
部
門
】一
席
　
小
松
春
菜
　 

二
席
　
園
藤
卓
茉 

三
席
　
武
田
奈
緒

【
俳
句
部
門
】一
席
　
坂
本
実
咲
　 

二
席
　
岡
田
　
葵 

三
席
　
小
林
洋
実

二
席
　
山
崎
多
義
（
香
美
市
）

二
席
　
大
石
さ
ち
子
（
香
美
市
）

二
席
　
奥
宮
さ
と
み
（
香
美
市
）

二
席
　
岡
林
京
子
（
高
知
市
） 

三
席
　
島
田
か
ず
（
香
我
美
町
）

三
席
　
松
尾
　
澄
（
香
我
美
町
）

三
席
　
岩
川
味
重
（
香
我
美
町
）

三
席
　
近
森
愛
子
（
香
我
美
町
）

のいち駅からのスタート

吉川支所前でのパネル啓発


